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問地学第 36号 (1977)42-45 

現行高校理科地 lと昭和57年度からの必修理科 I

野島宏 * 

1. 現行高投理科地学 Iについて

現主の高校理科は物理，化学，生物，地学がそれぞれ I・1I(3単位づっ)に分かれ、このうち Iの2

科自が必移選択である O

本校では、理科選択のためにそれぞれの教科の学習内容を印崩して

は単位)の説明概略は次のようである O

地学

に配布して説明する。地学工

地学は百 の身近な告然から全地球的な自然・ におけることがらを初歩的な数学や物理の原

理 E 法則を応用させながら探究していく教科である O

私達の生活している陸と海は、地球のごく表面にすぎない。地球の上方には大気の層があり、さら

に広大な宇宙が広がっている O 私達の足の下には 6，400Kmvノ深さをもっ地球内部の世界がある O それ

らは向からでき、どんな状態であり、そこではどんなことがおこっているのだろうか。また Eζ の地

球はいつ誕生し、どんな変化を経て今自の姿になったのだろうか。気候の変化や生物の進化はどうだ

ろうか。環境汚染の中で人間の将来はどうなるのだろうか。

人間にとっては大きすぎたり、叉、誼接手に触れることのできない問題についてはそデル実験をした

り、観察したデーターを手がかりとして探究したりしていく O

くり返すことのできない麓史性をもった現象については「なぜそうなったかjという立場で探究してい

く。探究の視点はいろいろあるがE 一度その方法を会得してしまうととてもわかり易いと思う。 1年

に「地学 1Jを選択させている学校が多いのだが、それはこの探究の立場から、わかり易く地球の

岳然、をとらえようとする教科であるためと考えられる O

「地学」の特徴について

。自然、界の大きなドラマを総合的にダイナミックに取扱う O

大ぷ気と水は地球の上を舞台としてもお互いに関連してさまざまな地学現象を起こしている。例えば、

ある温帯湖の水は、ある季節になると対流を起こすという現象に注話してみる O いきなり「なぜかJ

と考えても答はでない。季節(時間)による太陽の放射 L ネルギーの変化もこれによる大気と水の温度

、そして両者間における熱エネルギーの移動等 E 相互の関係を図化したりして考えていくと秋や春

になって湖面近くの水の密度が大きくなって下に沈んで対流を起こすのだという自然のシステムに気

がついてくる O そうすると、さらに大きな全地球的な問題も償jえば E 海流と大気の流れについては、

どんな視点からどんなふうに考えをすすめていけばよし叶、がわかってくる。ここでは基本的なことを

確実に理解していくことが大切である。

。歴史科学であること。

この地球が現在のような姿になるまでの歴史を扱う。従って、ここでは社会の歴史と同じように l

つ 1つの知識を確実に覚えていくことと共に「なぜそうなったかj という晃方で自然の流れをとらえ
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ていくことが大切だと思う。

。探究的な過程が重視される O

チェコプラニ吋~ 30年間に観測した惑星の資料の中からケプラ…は 8つの簡単な法則を発見した O こ

の 8つの法制の中からニコートンは万有引力の法則を考えた O 万有引力の法則によって宇宙や地球の

ζ とがさらにわかるようになったという事実がある O ここで大切な ζ とはケプラーがし1治、にして 8つ

の法則を見つけだしたか。どんな思考過程を経てニュートンは万有引力の法期を見つけだしたかを考

えてみること、つまり、科学の発展の歴史をきちんと展開発展させることである。あとは、 ζ のケプ

ラーの法則と万有引力の法則をもとにして、地球や星の質量を求めていく等々、 lつのパターンとし

ての応用に広がっていく O

最後に具体的な「地学 1Jの内替を訴すと、

ネノレギーJr地球と宇宙の進化J0 

における地球の 「地球における変化とこ乙

さても次に、全県的な理科選択の現状ですが E の物化生地の各 Iを するのはほ

とんどなく、化学・物理が非常に多くなってきている O

これは E 大学入試科目、それにともなう

からと考えられる O またも ζ の ζ とは E

も考えられる O

明の にある

の編成の関係、 の

による流れが と

ほとんどの生徒が する現状において高校理科が結果的に物質探究の物・化が多く、自然

(生命)科学につい -地が少なくなっていくのは問題であり E 物・化・生・地全部必修の

昭和 38~47 のほうが良かったという意見が多いのも当然と思われる O

2. 昭和 57年度か bの必鯵理科 10 

さて、 ζ の春(53年)には、文部省より高等学校の新しい指導要領案が発表されることになってい

るO これは、全教育課程が教育課程審議会の答申を受けて高校は昭和 57年度より改正されE 高校 1

では、 「中学校との関連とともに基礎中心の総合的広域的な一般科目を新設し E 共通履習する。 2・

8年では選択科目を柱とするoJとなった O ζ れを受けて、

)が必修となり 2 ・3年生では物・化・生・地(各 4

選択することになる O

では、 l年生の新しい教科理科 1( 4 

)、理科互(2単泣)を o，....旬、 2.:3科呂

会の案としての新しい理科 Iのねらいと内容は次のように訴されている o

@ rねらいJ 理科に関する基礎的な内容を各領域の特徴を生かしながら

自然、の探究を通して分析する能力や総合的な見方、考え方の育成を摺ること O 岳

を得させることなど。

させること O

についての

この ζ とはも理科 Iを中学校との一貫性のもとにも国民の教養として霞き、次の 2・8年次の選択へ

の足掛りを意、闘する ζ とも含まれるであろう O

。r内容J 中学校との関連を考癒し、例えば f力とコニネノレギ-J r物質の構成Jr進化」

「自然、の平衡」などで代表されるような性格のものから欝成する。

これを、系統的にいえば E 時間の流れのなかで生命の連続を捉える O そこにはつねに自然、の
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の釣合いがある。これを理解するには物質の構成、力とエネルギーという基本的知識が必要となる O

この理科 Iの具体的な内容については、現在各方面で検討されている O 例えばEζの8月(52年)に

群馬県で全器理科教育大会に出席したのだが、そこでの理科 Iの指導案は次のようであt)¥基盤に自

然環境についての理解ができているのを強く感じさせる O ここで辻、 2日間にわたり実に熱っぽく討

論がなされた O

@ r理科 1 J ( 120時開〉 昭和 52年 8月 日本理化学協会

I 力と L ネルギー (28時間)

1. と力

2. 二心ネノレギー

(1)運動の表わし方

(2)力と

(3)重力と

(1)力学的コニネノレギー

と

(3)各種のエネルギー

五 物質の構成と変化(27時間)

1. 物質の構成

2. 物質の変化

直進化 (28時間)

1. 生命の連続

(2)物質の構成単位

(担保子の

(1)身近かな物質の化学変化

(2)物質構成元素のきめ方

(3)化学変化の

(11生命の

(2)性と生殖

(3)受精と発生

2. 自然界の進化 (11遺伝と変異

(2)地層と化石

(3)生物の進化

N 自然、の平衡 (27時間)

1. 自然界の変化 (1)地表の変化

(2)自然界における物質循環

(羽生態系における構造と変化

-加速度

の 3法則

自由落下・重力の加速

二乙ネノレギーの変換と

と発熱量

・光・放射線のエネルギ

-そん

-分子・イオン

・京子該・放射線

沈殿反応・ 反応・気体発生反応

溶液の濃度・化学反応式・気体反応、と

体積関係

細胞とその構造。細胞と物質の出入

細胞分裂・個体のふえ方

動物の初期発生

遺伝の法則と のしくみ

化石の進化

生物の系統・進化の証拠

地表の平坦化・増起伏

地穀の構成物禁・地表での物質循環

生態系の構造と機能の遷移

2. 自然界の平衡 {11地球の運動 地球自転公転の証拠・ケプラーの法則

(2)地球の形と層構造 地球の 3欝・アイソスタシー

(3)地表の熱収支と大気や水の循環 太陽放射

V 自然環境の保全 (10時間)
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(1)自然環境

問資源・ニ乙ネノレギー

(3)地球環境の保全

3. 新しい教科理科 1に期待する。

生物的環境・物理的環境

資源やニ乙ネノレギーの活用

環境汚染対策・環境保全

さて、私はこの新しい教科理科 Iに期待しているのであるが、その理由を、 「なぜ理科 Iができた

かj という考えも含めて説明してみよう。

まず第 1は、 「自然、を総合的にみることができるJこと O 人間をとりまく自然環境を総合的にみ

る新しい教科である。いずれは、 ζ の考えが理科教育の柱とならなければならない。 ζれは、理科教

育史でいずれ分かる ζ とであるo

第 2にはも 「必修であることJ乙と。どの生徒も理科 Iにおいて系統だった自然を物質(物・化

の分野)、環境(生・地の分野)科学の両分野から学ぶことができる O

第 8はも 「ζのねらいがE 中学校との関連をふまえた上で¥内容が基礎的・基本的であるJζ と。

現在の高校理科のように 1. IIと分割し百さらにそれのみを深く堀り下げる必要はないと考える O

次に、この新しい理科 Iをどうしたらよいかにつき、現在私が考えていることを 4点あげる。

1には百 「新しい教科理科 Iをつくるのだj という意、識をもつこと o 13然環境の保全をふまえ

た上での科学の進歩は必要である O 人間と自然のシエテムについて学ぶ ζ の科目を 100年先にも理科

教脊の柱として定着させるような内容とすべき努力、国民的理解として定着への努力が盤史的にも社

会的にも必要ではないだろうか。科学教育の改善は、日本の援史的、社会的な現実の上に、教育制度

的改革と連絡して進めていかないかぎり実現しない。

第 2には、新しい理科 Iのねらいである自然、の基礎と総合をどう させるかが問題である O これ

をいかに系統だてていくかはいろいろ意見に分れることだと思うがE 本質的には基礎理科と向じだろ

うからその実践を踏まえていくことになろう。また、これは共通一次テストの出題(内容の歯止めを

含む)についても大きく関ってくるものと思われる O

第 3には、高校理科では長く物化生地の専門教師が教えてきた関係上‘理科 Iを教えるにあたり教材

研究が必要となってくる O 例えば、理科教育研究会の

うになろう O

第 4には E 高等学校理科教員免許状を与え

の内容についての検討・教材研究・教育をすべきである O

以上、勝手な手前味噌なことを書きました O

や部会でも必然的にこの検討がなされるよ

は唱はやい時期から、この新しい理科 I

理科 Iの地学分野の 1つである太陽のエネルギー測定実験をやり、この L ネノレギーが地球の自然、を

どう変化させもどう物質循環させもどう自然、を平衡にしていったか。どう人間と関っていくかo

こうゅうことを全国の高校一年生が全員学習していくことになるのは、実にすばらしいことだと思う O
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